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休業保障休業保障
休業保障休業保障

ⓒ2018「北の桜守」製作委員会

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

 

４
月
８
日
（
日
）
７
時
30
分
集
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
時
53
分
ス
タ
ー
ト

場
所　

 

秋
津
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
奈
良
県
御
所
市
朝
町
１
０

７
５
）

会
費　

 

プ
レ
ー
フ
ィ
ー
：
１
８
、
４
９
０
円
（〈
乗
用
カ
ー

ト
・
キ
ャ
デ
ィ
付
〉
昼
食
別
）　

　
　
　

コ
ン
ペ
参
加
費
用
：
５
０
０
０
円
（
会
食
＋
賞
品
代
）

対
象　

 

医
科
・
歯
科
の
協
会
会
員
及
び
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
、

協
同
組
合
取
引
業
者

申
込　

協
同
組
合　

06
‐
６
５
６
８
‐
２
７
４
１
（
湯
浅
）

大
阪
保
険
医
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
６
時

講
師　

 

足
立
了
平
氏
（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔
保

健
学
科
教
授
）

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

１
５
０
人

会
費　

５
千
円
（
会
員
本
人
限
定
）

内
容　

①
感
染
症
対
策
等
の
院
内
感
染
防
止
対
策

　
　
　

② 

偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
、
医
療
事
故
及

び
医
療
安
全
対
策

　
　
　

③ 

高
齢
者
の
心
身
の
特
性
（
認
知
症
に
関
す
る
内
容

を
含
む
）、
口
腔
機
能
の
管
理
、
緊
急
時
対
応
等

※
修
了
証
の
発
行
は
通
し
で
の
参
加
者
の
み
に
限
り
ま
す

『
か
強
診
』『
歯
援
診
』に
係
る
施
設
基
準
研
修
会

日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

抜
髄Initial Treatm

ent

を
治
癒
に
導
く
た
め
に

必
要
な
23
章
・
パ
ー
ト
２

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

４
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

田
中
昌
博
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
有
歯
補
綴
咬
合
学
教

授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

新
た
に
保
険
適
用
に
な
っ
た
３
ユ
ニ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ

（
高
強
度
硬
質
レ
ジ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
）
の
臨
床

４
月
度
生
涯
研
修

日
時　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

村
上
伸
也
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
周

病
分
子
病
態
学
口
腔
治
療
学
教
室
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
本
講
習
会
受
講
者
は
、
リ
グ
ロ
ス
®購
入
前
に
必
要
な

e-learning

の
受
講
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

歯
周
組
織
再
生
剤
リ
グ
ロ
ス
Ⓡ

の
薬
理
作
用
と
適
応

に
つ
い
て

３
月
度
生
涯
研
修

母
と
子
の
生
き
様
描
く

映
画「
北
の
桜
守
」

新
聞
部　

谷
聰

会
員
限
定
特
別
鑑
賞
券
の
ご
案
内

　

大
川
（
旧
淀
川
）
の
流
れ

は
中
之
島
に
よ
っ
て
分
岐
し

て
い
る
。
北
側
の
堂
島
川
に

架
か
る
の
が
大
江
橋
、
南
側

の
土
佐
堀
川
に
架
か
る
の
が

淀
屋
橋
だ
。

　

大
江
橋
は
元
禄
年
間
（
１

６
８
８
〜
１
７
０
４
）
に
堂

島
の
開
発
に
伴
っ
て
架
け
ら

れ
た
。
江
戸
時
代
に
は
橋
長

52
間
半
１
尺
（
１
０
３
・
７

㍍
）・
幅
員
２
間
半
（
４
・

９
㍍
）
と
の
記
録
が
残
る
。

明
治
初
年
に
架
け
替
え
ら
れ

た
大
江
橋
は
、
橋
長
47
間
１

分
（
85
・
６
㍍
）・
幅
員
３

間
２
分
（
５
・
８
㍍
）
で
あ

っ
た
。

　

大
江
橋
・
淀
屋
橋
と
も
明

治
18
年
（
１
８
８
５
）
７
月

の
大
洪
水
で
流
失
し
て
し
ま

い
、
両
橋
は
鉄
柱
木
桁
で
復

旧
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
大
江

橋
と
淀
屋
橋
が
今
日
の
よ
う

に
一
直
線
と
な
っ
た
。
そ
れ

ま
で
の
大
江
橋
は
現
在
の
位

置
よ
り
も
50
㍍
程
上
流
に
架

か
っ
て
い
た
。
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）
に
「
北
の
大

火
」
に
よ
っ
て
大
江
橋
は
類

焼
し
て
し
ま
う
。
大
江
橋
焼

失
後
、
た
だ
ち
に
渡
し
船
が

配
置
さ
れ
、
陸
軍
工
兵
隊
の

協
力
に
よ
っ
て
仮
橋
は
僅
か

４
日
間
で
完
成
し
た
と
い

う
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
大
江

橋
は
市
電
の
第
二
期
線
の
事

業
に
よ
っ
て
架
け
替
え
ら

れ
、
明
治
43
年
（
１
９
１

０
）
12
月
、
橋
長
84
・
４
㍍

・
幅
員
21
・
８
㍍
、
鋼
鈑
桁

を
用
い
た
橋
に
な
っ
た
。

　

現
在
の
大
江
橋
・
淀
屋
橋

は
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）

に
ス
タ
ー
ト
し
た
大
阪
市
第

一
次
都
市
計
画
事
業
の
御
堂

筋
建
設
に
伴
っ
て
架
け
ら
れ

た
も
の
。
大
江
橋
と
淀
屋
橋

の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
橋

梁
建
設
で
は
ほ
と
ん
ど
例
の

な
い
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
が
行

わ
れ
た
。
１
等
に
当
選
し
た

と
あ
る
。
大
谷
案
を
も
と
に

実
施
計
画
が
作
成
さ
れ
た
。

工
事
は
昭
和
５
年
（
１
９
３

０
）
５
月
に
着
工
さ
れ
、
昭

和
10
年
（
１
９
３
５
）
５
月

に
橋
長
81
・
５
㍍
・
有
効
幅

大
谷
龍
雄
案
は
、

選
評
に
よ
る
と

「
南
欧
中
世
紀
の

気
分
あ
る
近
代
式

を
用
い
、
そ
の
根

底
に
お
い
て
は
東

洋
趣
味
の
横
溢
せ

る
…
（
中
略
）
…

全
体
の
形
極
め
て

端
正
剛
健
、
そ
の

形
状
の
比
例
最
も

洗
練
を
経
た
り
」

員
37
・
０
㍍
の
橋
と
し
て
完

成
し
た
。

　

そ
の
後
、
戦
時
中
の
金
属

供
出
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
部

分
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
62
年

（
１
９
８
７
）
旧
に
復
さ
れ

た
。

　

大
江
橋
・
淀
屋
橋
と
も
、

平
成
14
年
度
に
大
阪
市
指
定

有
形
文
化
財
と
な
り
、
さ
ら

に
平
成
20
年
（
２
０
０
８
）

に
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。
御
堂
筋
の
銀
杏

並
木
と
と
も
に
、
大
江
橋
・

淀
屋
橋
は
大
阪
を
代
表
す
る

都
市
景
観
と
な
っ
て
い
る
。

（
帝
塚
山
大
学
非
常
勤
講
師

 
・
伊
藤
純
）

く
骨
太
の
作
品
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
必
死

の
思
い
で
出
世
し
た
息
子
と

年
老
い
た
母
。
15
年
ぶ
り
に

再
会
し
た
２
人
が
家
族
の
記

憶
を
た
ど
る
旅
に
出
る
。
戦

争
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
激

動
の
時
代
を
生
き
抜
く
親
子

の
姿
に
生
き
る
こ
と
の
意
味

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

作
品
に
花
を
添
え
る
の

は
、
吉
永
小
百
合
、
堺
雅

人
、
篠
原
涼
子
ら
を
中
心
と

し
た
豪
華
な
キ
ャ
ス
ト
陣
。

所
々
に
舞
台
演
劇
を
取
り
入

れ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
抽
象

的
に
表
現
す
る
手
法
が
面
白

く
、
重
い
テ
ー
マ
を
扱
い
な

が
ら
も
魅
せ
る
工
夫
が
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
春
、
是
非
見

て
い
た
だ
き
た
い
作
品
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
限
定
特
別
鑑
賞
券

▽
特
別
価
格
１
１
０
０
円

（
全
国
共
通
鑑
賞
券
）

▽
ご
購
入
は
２
枚
以
上
か
ら

▽
申
込
締
切
３
月
９
日

お
申
し
込
み

　

新
聞
部
事
務
局
（
06
―
６

５
６
８
―
７
７
３
１
）
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込

み
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
作
は
、
太
平
洋
戦
争
下

で
樺
太
か
ら
の
引
揚
者
と
な

っ
た
母
子
の
苦
難
と
絆
を
描

第９回　大江橋

浪
花～駅名となった橋～～駅名となった橋～
八百八橋物語八百八橋物語

大
阪
を
代
表
す
る
都
市
景
観

重要文化財にも指定される大江橋（上流側）

　

女
優
・
吉
永
小
百
合
の
映
画
出
演
１
２
０
作
目
と
な
る

「
北
の
桜
守
」
が
、
３
月
10
日
よ
り
公
開
と
な
る
。「
お
く

り
び
と
」
の
名
匠
・
滝
田
洋
二
郎
監
督
が
、
戦
中
か
ら
戦
後

に
か
け
て
、
極
寒
の
北
海
道
で
懸
命
に
生
き
抜
い
た
母
と
子

の
約
30
年
に
わ
た
る
軌
跡
を
丁
寧
に
描
く
。
協
会
は
、
会
員

に
向
け
て
特
別
鑑
賞
券
を
案
内
し
て
い
る
。

春の住まい住まいと
医院医院の相談会相談会
の住まいと
医院の相談会

予約特典

あり！春 3月10日（土）
11：00～11：00～

17：3017：30
大阪府保険医協同組合会館
M&Dホール

大阪市浪速区幸町１－２－34
最寄り駅：地下鉄なんば駅お問い合わせ先　tel 06-6568-2741（担当：白山）

４つのポイント
★保険料は加入時のまま上がりません
★掛け捨てではなく、死亡・高度障害時
　にも給付金があります
★入院・自宅療養はもちろん、代診をおいても給付します
★所得補償保険の加入に関係なく給付します

2018年度募集は
４月～５月の
１回のみ!!

30日分給付を受けた場合
（８口加入）

入院休業　192万円
自宅療養　144万円

募集締切　2018年５月25日

加 入 日　2018年８月１日
※資料請求・お問い合わせは、協会共済部（㉓06-6568-7438）まで

４月１日から
受付開始!!


